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１ 調査概要 

  市内を巡り身近な自然環境に触れながら、生き物・樹木及び花などを探し、

見つけた生きものを４つのジャンル別に絵や写真で記録するもの。 

 

２ 実施期間 

令和５年７月１日（土）から同年９月 29 日（金）まで 

 

３ 提出状況について 

未就学児 小学生 中学生 一般 合計 

２名 ８６名 ０名 ６名 ９４名 

 

４ 実施結果（概要） 

区分 発見種類数 発見された主な動物 

植物 55 種 ヒマワリ、アジサイ、シロツメクサ 

昆虫 47 種 カブトムシ、バッタ、モンシロチョウ 

鳥・その他の動物 30 種 スズメ、カラス、ネコ 

魚・両生類・は虫類 26 種 コイ、メダカ、カエル 

 

５ えびな生きものマップについて 

  

えびな生きもの大調査2023について 

 

 

植
物 

シロツメクサ 

１７件 
主な発見場所：国分南 

ヒマワリ 

１７件 
主な発見場所：大谷北 

今回提出いただいた調査結果でえびな生きものマップ（→Ｐ.２へ）を作成しました。 

 

提出されたイラスト 

多く発見された種類（上位２種類）と発見件数 

発見された主な場所 

生きものマップの中には、発見した主な生きもののほかに、 

４種類（植物、昆虫、鳥・その他の動物、魚・両生類・は虫類） 

のうち、多く発見された種類を左の表のようにまとめています。 
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アゲハチョウ 

 

えびな生きものマップ２０２３ 

 
鳥
・
そ
の
他
動
物 

 

スズメ 
１３件 

主な発見場所：柏ケ谷 

カラス 
１０件 

主な発見場所：泉 

 

昆
虫 

カブトムシ 
１１件 

主な発見場所：国分南 

 

バッタ 
９件 

主な発見場所：上郷 

 
 

 

魚
・
両
生
類
・
は
虫
類 

コイ 
１３件 

主な発見場所：上今泉 

メダカ １２件 
主な発見場所：下今泉 

カエル 

コフキゾウムシ 

 

 

植
物 

ヒマワリ 
１４件 

主な発見場所：上今泉 

アジサイ 
８件 

主な発見場所：上今泉 

カナヘビ 

サギ 

タシロラン 

ヒガンバナ 
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参照：海老名市「海老名市第三次環境基本計画」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標１５【陸の豊かさも守ろう】 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経

営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の防止の阻止・回復及び生物多

様性の損失を阻止する。 

ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）とは？ 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略で、平成

27(2015)年 9 月の国連サミットで採択された、17 のゴールと、ゴール

ごとに設定された合計 169 のターゲットから構成されている、人類及び

地球の持続可能な開発のために達成すべき課題とその具体目標であり、

令和 12(2030)年までに実行、達成すべき事項を整理したものです。 

 

生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことを言います。 

地球上の生物は 40 億年という歴史の中で、様々な環境に適応し進化し続けた結果

3000 万種ともいわれる多様な生物が生まれました。 

これらの生命は一つひとつに個性があり、全て直接に、間接的に支えあっています。 

近年この生物多様性は、乱獲による数の減少や外来種による生態系の影響によって

地球規模で損失と劣化が進んでいます。 

このことから、ＳＤＧｓでは１５番目の目標としても下のような目標が掲げられて

います。 

この目標は、持続可能な形で森林を管理し劣化した土地を回復し、自然生息地の劣

化を食い止め、生物多様性の損失に終止符を打つことに注力するものです。 

これらの取り組みを全て取り組むことができれば、森林その他の生態系に直接依存

する人々の生計を守り、生物多様性を豊かにし、これらの天然資源の恩恵を次の世代

に繋げることができます。 

生物多様性とＳＤＧｓ 
せいぶつたようせい 

参照：環境省「みんなで学ぶ、みんなで守る生物多様性」より 

参照：農林水産省 HP「SDGs17 の目標と 169 のターゲット」より 
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●過去 100 年の気候変動 

 

この 100 年間で 

 

 

 

 

上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主な温室効果ガスの種類として、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、代替フロンなどがあります。 

日本の平均気温は約 1.14℃ 

 

地球温暖化のメカニズム 

１．太陽からのエネルギーで地上が

温まる 

 

２．地上から放射される熱を温室効

果ガス※が吸収・再放射して大

気が温まる 

 

３．温室効果ガスの濃度が上がる 

 

４．温室効果がこれまでより強くな

り、地上の温度が上昇する 

 

５．これが地球温暖化 

 

出典：環境省 HP 

出典：気象庁 HP 

世界の平均気温は約 0.69℃ 

生物多様性と気候変動 
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●生物多様性の危機 

 

私たち人間の活動により 

１年間で４万種もの生物が 

絶滅していると言われています。 

 

地球の気温が１～３℃上昇すれば、 

20～30％の生物が絶滅に近づくと 

言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●神奈川で見られるようになった生きもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツマグロチョウモン          ナガサキアゲハ 

 

昨年度の調査で、ツマグロチョウモンが２件、ナガサキアゲハが１件の報告が

ありました。これらは、温暖な地域で生息するチョウであり、気温の上昇に伴っ

て、生息域が拡大しました。 

 

 

 

地球の気温が上昇すると、今まで暖かい地域で生息していた生

きものの生息域が北上し、寒い地域で生息していた生きものが住

処を追われます。これは、従来の生態系を壊すことに繋がりま

す。 

 

出典：環境省 HP 
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在来種と外来種 

外来種は外国や他の地域から持ち込まれた生物の事を指し、ほとんどの外来

種は人間の手によって持ち込まれたものです。 

外来種は、昔からその地域に住んでいる在来種を食べたり、住みかを奪うなど

して生態系を大きく壊してしまう恐れがあります。 

希少種の中でも… 

特に数が少ない種類は、絶滅の危険度に応じて 

・絶滅危惧（絶滅の危機に瀕している種など） 

・準絶滅危惧（生態環境によっては絶滅危惧になる種） 

といったカテゴリーに分けられています。 

在来種 

外来種 

外国や他の地域から 

持ち込まれた生物 

特定外来生物 

・オオキンケイギク 

・セアカゴケグモ 

・アライグマ など 

・アカミミガメ 

・アメリカザリガニ 

・オオクチバス など 

昔からその地域に住んでいる生物 

・アユ  

・メダカ（二ホンメダカ） 

・ヒキガエル（二ホンヒキガエル） 

・スミレ  ・アヤメ など 

 

希少種 

在来種の中でも数が減少している生物 

生態系に大きな影響 

特定外来生物とは… 

外来種のうち、生態系、生命、身体、

農林水産物へ被害を及ぼす可能性が

ある生物を指します。 

ざいらいしゅ がいらいしゅ 

とくていがいらいせいぶつ 

生態系とは？ 

生物間の相互関係と水、空気、光などの生物を取り巻く環境間の相互関

係を総合的にとらえた生物社会のまとまりのことです。 

 

・トキ ・コウノトリ 

・タガメ ・トノサマガエル 

・オオサンショウオ など 

 

参照：環境省 HP「日本の外来種対策」 

      同上「レッドリストのカテゴリー」より 

次ページから今回の調査で発見された外来種・希少種をご紹介します→ 
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見かけたときは、 

根から引き抜き 

種が落ちないように 

処分してください。 

 

※または、生えている敷地の管理者等に連絡・

相談ください。 

【参考】広報えびな７月１日号 
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令和５年６月１日よりアメリカザリガニとアカミミガメが条件付き特定外来生

物※に指定されました。（※特定外来生物の規制の一部を適用除外とする） 

 

 

 

  

アカミミガメとアメリカザリガニを野外に放さないで！ 

アカミミガメ  アメリカザリガニ 

 

認められていること・禁止されていること 

認められていること・禁止されていること 

☑一般家庭でペットとして飼育しているアメリカザリガニやアカミミガメは、 

これまで通り飼うことができます。 

 

☑池や川などの野外に放したり、逃がしたりすることは禁止されています。 

 

☑どうしても飼い続けることができなくなった場合は、無償で責任を持って 

飼える人に譲渡することが可能です。 

最後まで責任を持って飼育し続けましょう。 

野外で捕まえたものを安易に持ち帰ることの無いようにしましょう。 
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私たちにできること 

今回のえびな生きもの大調査 2023 では、海老名市内で多くの生きものが住ん

でいることが分かりました。その中には、希少種であるドジョウなども確認でき

ました。 

その一方で、生態系に大きく影響を与える外来種も多く住みついていることが

分かりました。 

外来種による生態系の悪影響と生物多様性の損失をこれ以上防ぐため、私たち

が今出来ることを考えていきましょう。 

 

ペットを野外に放さないで！ 

今回発見されたアメリカザリガニやアカミミガメは、もともとペットとして輸

入され飼われていたものが放されたり逃げたりしたものが野生化して日本に定

着しました。 

ペットショップなどで動物の赤ちゃんを見ると、つい飼いたくなってしまうこ

とがありますが、最後まで自分が責任もって飼えるかどうかよく考えたうえで、

ペットを飼うようにしましょう。 

そして、飼ったペットは決して野外に放さないようにしましょう。 

 

 

○外来種被害を予防する三原則 

 ・入れない 

  外来種をむやみに日本に入れない。 

 

 ・捨てない 

  ペットとして飼っている外来種を野外に捨てない。 

 

 ・拡げない 

  野外にいる外来種はこれ以上増やさない。 

  また、他の地域に拡げない。 

参照：環境省 HP「日本の外来種対策」より 
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１１ 

今回発見された植物・動物   

・ アサガオ（２件） 

・ アジサイ（８件） 

・ イネ（３件） 

・ エノコログサ（１件） 

・ オオキンケイギク（１件） 

・ オシロイバナ（１件） 

・ オニユリ（１件） 

・ ガーベラ（１件） 

・ カタバミ（２件） 

・ キュウリ（１件） 

・ キュウリノハッパ（１件） 

・ クスノキ（１件） 

・ クチナシ（１件） 

・ クローバー（１件） 

・ クワノハ（１件） 

・ ケヤキ（１件） 

・ コウホネ（１件） 

・ コスモス（１件） 

・ サクラ（１件） 

・ サルスベリ（４件） 

・ サンショウ（１件） 

・ シャスターデージー（１件） 

・ シロイハナ（２件） 

・ シロツメクサ（６件） 

・ スイセンノウ（２件） 

・ スズメノヤリ（１件） 

・ タシロラン（１件） 

・ タマスダレ（１件） 

・ タンポポ（４件） 

・ ツキミソウ（１件） 

・ テッポウユリ（１件） 

・ ナシノキ（１件） 

・ ネコジャラシ（６件） 

・ ノゲシ（１件） 

・ ハイビスカス（１件） 

・ ハス（１件） 

・ ハルジオン（１件） 

・ パンジー（１件） 

・ ピーマン（１件） 

・ ヒガンバナ（１件） 

・ ヒマワリ（１４件） 

・ ヒメガマ（１件） 

・ ヒルガオ（２件） 

・ フウセンカズラ（１件） 

・ フヨウ（１件） 

・ ホウセンカ（１件） 

・ ポーチュラカ（１件） 

・ マリーゴールド（２件） 

・ ミニトマト（１件） 

・ ムラサキツメクサ（１件） 

・ ヤブガラシ（１件） 

・ ユウガオ（１件） 

・ ユウゲショウ（１件） 

・ ユリ（１件） 

・ ワタゲ（１件） 

植物 

（ ）内の数字は発見件数 

 項目別に五十音順で並んでいます 
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・ ハチノス（１件） 

・ バッタ（９件） 

・ ヒメクワガタ（１件） 

・ ミツバチ（１件） 

・ ミドリカナブン（１件） 

・ ミミズ（２件） 

・ ミンミンゼミ（１件） 

・ ムラサキシジミ（１件） 

・ モンシロチョウ（５件） 

・ ヤマトシジミ（１件） 

・ レーナカミキリ（１件） 

 

・ アオスジアゲハ（１件） 

・ アオムシ（１件） 

・ アカギマダラ（１件） 

・ アキアカネ（１件） 

・ アゲハチョウ（２件） 

・ アシナガバチ（２件） 

・ アシナガバチ（２件） 

・ アブラゼミ（４件） 

・ アメンボ（２件） 

・ アリ（４件） 

・ オンブバッタ（１件） 

・ カナブン（４件） 

・ カバチゴケグモノス（１件） 

・ カブトムシ（１１件） 

・ カマキリ（３件） 

・ カミキリムシ（２件） 

・ カミサマトンボ（１件） 

・ キアゲハ（１件） 

・ キリギリス（１件） 

・ クロアゲハ（２件） 

・ クワガタ（７件） 

・ コガネムシ（３件） 

・ コフキゾウムシ（１件） 

・ ゴマダラカミキリ（２件） 

・ シモフリスズメガヨウチュウ（１件） 

・ ショウリョウバッタ（２件） 

・ ジョロウグモ（１件） 

・ スズムシ（１件） 

・ セスジスズメヨウチュウ（１件） 

・ セミ（３件） 

・ ダンゴムシ（３件） 

・ チョウ（２件） 

・ テントウムシ（１件） 

・ トンボ（４件） 

・ ナナホシテントウムシ（１件） 

・ ハグロトンボ（３件） 

昆虫 
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・ アヒル（２件） 

・ イヌ（１件） 

・ ウグイス（１件） 

・ カモ（４件） 

・ カモメ（１件） 

・ カラス（１０件） 

・ カラスのヒナ（２件） 

・ カルガモ（２件） 

・ カワセミ（１件） 

・ ゴイサギ（１件） 

・ コサギ（白）（１件） 

・ サギ（６件） 

・ シジュウカラ（１件） 

・ シバイヌ（２件） 

・ シラサギ（６件） 

・ シリタタキ（１件） 

・ シロサギ（５件） 

・ スズメ（１３件） 

・ タヌキ（１件） 

・ チュウサギ（１件） 

・ ツバメ（６件） 

・ ドバト（１件） 

・ ネコ（７件） 

・ ハクセキレイ（１件） 

・ ハト（７件） 

・ ポニー（２件） 

・ ムクドリ（４件） 

・ モグラの掘った穴（１件） 

・ モズ（１件） 

・ ワカケホンセイインコ（１件） 

魚・両生類・は虫類 

・ アオダイショウ（１件） 

・ アブラハヤ（１件） 

・ アマガエル（５件） 

・ アユ（２件） 

・ オタマジャクシ（２件） 

・ カエル（１０件） 

・ カナヘビ（９件） 

・ カメ（１件） 

・ キンギョ（１件） 

・ コイ（１３件） 

・ コエビ（１件） 

・ サカナ（２件） 

・ ザリガニ（７件） 

・ サワガニ（１件） 

・ トカゲ（８件） 

・ ドジョウ（３件） 

・ ニホンカナヘビ（１件） 

・ ニホントカゲ（７件） 

・ ハヤ（２件） 

・ フナ（３件） 

・ ヘビ（２件） 

・ ホウネンエビ（１件） 

・ ミナミヌマエビ（１件） 

・ メダカ（１２件） 

・ ヤナギクラゲ（１件） 

・ ヤモリ（４件） 

鳥・その他の動物 
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